
The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

地質学論集　　第 37号 　249−L59ペ ージ ，1992年 3 月

Mem ．　Ge   1．　Soc．　Japan，37，　249−259

　　　　　　　　　堆 積 相 と 構 造 運 動

北部フ ォ ッ サマ グナ頸城 一小谷 地域の ター ビダイ ト堆積盆一

立石雅昭
＊ ・柿崎　聡

＊ ＊ ・高野　修
＊ ＊ ＊ ・東　將士

t ’

　　　　　　　 杉 山和稔
†t ’遠藤正孝 †††

　　　　　　　　　　Sedimentary　facies　and 　tectOnic　movement
− Turbidite　basin　of　the　Kubiki− Otari　district　in　the　northern 　Fossa　Magna 一

Masaaki　Tateishi＊ ，Satoshi　Kakizaki
＊ ＊

，Osamu 　Takano ＊ ＊ ＊
，

Masashi　Higashi†，　Kazunori　Sugiyama†寸
and 　Masataka　Endo †††

Abstract　Athick　Neogene　sequence 　is　distrjbuted　in　the　Kubiki−Otari　district　of　the　nortbernmost 　part　of

the　Fossa　Magna ．　The　Neogene，　mainly 　composed 　of　terrestrial　clastic 　rocks 　 with 　submarine 　voicanic 　rocks ，

is　depesited　in　the　sedimentary 　basin　formed　with 　re 艮ation 　to　the　opening 　Qf　Japan　Sea　and 　the　formation　of

the　Fossa　Magna ．　The 　turbidite　 sequences 　 are 　 Dbserved 　 at　two 　 stages ； the　Qne 　 stage 　is　 at　the　Middle

Miocene，　 and 　the　other 　is　at　the　Upper　Miocene　to　Pliocene．　The 　two 　types 　of　depositional　system 　are　dis・

tinguished　for　these　turbidite　sequences ，　that　is，　the　 submarine 　fan　turbidite　 and 　the　eonf 正ned 　trough −filled

turbidite，　 The　former　sedinlerltary　facies　is　characterized 　by　the　regular 　vertical 　 change 　such 　as

fining−upward 　 and 　 coarseni  
一
upward 　 sequences ，　 a矼d　 by　 the　 rapid 　 lateral　 variation 　 from　 the

sandstone
−
rich 　bodies　to　the　predominant　mudstene 　bodies．　On　tbe　other 　hand，　the 旦ater 　sedimentary 　facies

isゴt　basically　 characterized 　by　the　lateral　change ，　but　by　the　temporal　variation 　between　 sandstone
−
rich

and 　mudstQne
−
rich 　facies，　Furthermmore，　the　temporal　and 　spatial 　distribution　of 　sedimentary 　facies　in　the

tater　 system 　shows 　clearly 　the　 existence 　of　tectonic　highs　surrounding 　the　basin．　The　difference　of　the　de−

positional　system 　is　considered 　to　have　resulted 　from　the　tectonic　background 　at　the　depositional　time，　that

is，　the　submarine 　fan　system 　developes　under 　the　tens正Qn　or　neutral 　stress．　On　the　other　hand，　the　confined

trDugh −filled　system 　is　considered 　to　be　formed　under 　the　compression 　stress ．

Key　 word ： Fossa　 Magna ，　 Neogene ，　 turbidite，　 Nambayama 　 Facies，　 Shiiya−Hamatsuda 　Facies
，
　 sub −

　　　　　　marine 　fan　turbidite ，　 confined 　trough −fiU　turbidite
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は　 じ　 め　 に

　道南 か ら津軽，秋 田，新潟 を経て 松本に 至 る 地 域 に は

層序的 に 連続 し た 厚 い 後期新生代層 が 発達 し，初期 の 海

底火山活動，後期 の 深成岩迸入 ， 摺 曲活動 を伴 う こ と な

どか ら，古来羽越地向斜 と呼 ば れ て きた （北村，1957），

地 向斜 と い う用 語 が 適 切 で あ る か ど う か は議論の 余地 が

ある こ と か ら，
一

般 に は こ れ を羽 越 堆積盆 と呼称 して い

る．羽越堆積盆 は 石油 ・天然 ガ ス を胚胎 する こ と か ら，
こ の 地域 の 新生 界 に つ い て は 古 くか ら 生層序並 び に 岩相

層 序 学 的 な研 究 が積 み 重 ね られ て きた．ま た
， 近年堆積
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相に関す る 研究も行 わ れ，その 古地理 ・古環境 の 変遷も

詳細 に 検討 さ れ て い る （鈴木，1989）．

　
一

方，こ の 羽越堆積盆 の 形成
・
発展様式 に つ い て は北

村 （1983）に よ っ て 日本海 の 形成過程と関連して白亜紀
一古第三紀の 大陸 地 殻展張薄化期，前期 中新世 の プ レ リ

フ ト期，中期中新世 の リフ ト期 と い う階区分 に よ っ て 大

まか な 図式 が 描 か れ た．そ の 後，特 に そ の リフ ト期 に お

ける 過程 は 秋 田
一

山形地域 の 中期 中新世玄武岩類 の 岩石

学 的研究 を も と に 土谷 （1988）お よ び Tsuchiya　et　al ．

（1989）に よ っ て 背弧地域 に お け る リ フ テ ィ ン グ と し て

検討 さ れた．中期中新世初頭 の 激 しい 海底火山活動 に ひ

きつ づ い て 羽越堆積盆 は 深 く沈降 し
， 膨大 な 厚 さ の 砕屑

物 を堆積 し て い る （鈴木 ，
1989）．こ の 堆積盆 は

， リ フ テ ィ

ン グ に 引 き続 く顕著 な 拡大 を示 さ な い こ と か ら未成熟 リ

フ ト （failed　rift ＞ と考 え ら れ る と と も に ，よ り背弧側

に 先行する 陸上 で の 火山活動帯 （佐渡
一奥尻帯）を伴 っ

て お り，残存弧 （retroarc ）と火山前線 （volcanic 　front）

の 間 に発達 した弧 内堆積盆 （intraarc　basin）と い え る．

こ の 羽 越堆積盆 を埋積 し た 砕屑物 に あ っ て ，半深海一深

海 に お け る 粗粒砕屑物 と して の タービ ダ イ ト相 は ，秋 田

地域 に お け る 天 徳寺階の 桂根相 や 新潟地域 に お け る 推谷

階の 椎谷相あ る い は 西山階 の 浜忠相 に よ っ て 代表 さ れ る

よ うに，
一

般 に 堆積盆の 発展過程末期 の 後期中新世から

鮮新世 に か け て 発達す る． しか し な が ら，羽 越堆積盆 の

西端 に 当た る 新潟県南西部 か ら長野県北部 に か け て （第

1 図）は堆積盆 の 発展期 に相当す る 中期中新世 に も厚 い

タービ ダ イ ト相 が 発達す る ．こ の 地 域 は東北本州弧 の 西

縁 に あ た る と と もに フ ォ ッ サ マ グ ナ の 最 北 部 に あ た り，

そ の 岩相層序の 発達 は二 つ の 構造 的要素の 複合 に よ っ て

規制 され る と考え られ る．

　筆者 ら は こ こ 10年，こ の 新潟県 南 西 部 か ら長 野 県 最 北

部 に か け て の 後期新生界 の 岩相層序 な ら び に 堆積学的検

討を進 め て きた （遠藤 ・立石，1985，1990 ； 高野，1990）。

こ こ で は ま ず，未報告 の ，本地域内で 最 も南西部 に 位置

す る 小谷
一
笹 ヶ 峰地域 の 新生界 の 地質 と古地理 に つ い て

柿崎 と東 の 卒業論文
・
修士 論文 の 成果 を も と に ま とめ た

うえ で ，さ らに よ り広域的 な頸城
一

小谷地域 全 域 の 新 生

界 に お ける タービ ダ イ ト相 の 時空 分布 と そ の 堆積相 に つ

い て ま と め る．最後 に 日頃我 々 で 討論 して き た内容 を も

とに ，小谷
一

頸城地域 の タ
ービ ダイ ト相 の 造構的意義 を

考察す る．

　本報告 を ま とめ る に あ た り，文部省科学研究贊総合研

究  「日本海沿岸の後期新生代層 の 層序と古地 理」の 研

究代表者小林巌雄新潟大学教授 を は じ め，分 担者各位 に

種 々 御討論頂 く と と も に
， 調査費の

一
部 に 同科研費の

一

第 1図　報告地域位置図

　　　　小谷
一

笹 ヶ 峰地域 の 地質図を第 2 図 に 示

　　　　す．西頸城 お よ び東頸城地域 に つ い て は そ

　　　　の 層 序 に つ い て 報告 し た 論文 を示 し た，

部を 当て た．こ こ に記 して 謝意 を表す る．

小谷
一

笹 ヶ 峰地域の 地質層序

　小谷
一

笹 ヶ 峰地域 の 地質図及 び層序をそ れ ぞ れ 第 2 図

及 び 第 3 図 に 示す．

　本地域南西部 の 新 第三 系 は 岩相 に よ り下 位 よ り 白井

沢，横川，仙翁沢，前沢，小谷温泉，真川，堂津岳，乙

見山，曲師谷 の 各層 に 区分 さ れ る ．こ の うち 白井沢，横

川，堂 津岳層 は 火山岩類 か ら な る．白井沢層 は 断層 に挟

まれ，他の 地 層 と の 直接 の 関係は わ か ら な い ，岩質お よ

び フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代 よ り最下 位 と判断 した，よ

り上 位 の 各層 は 整合
一

連 ，

一
部同時異相で ある ．北東部

に は 前沢層相当 の 金 山層 が 分布 し，それ と小谷温泉層 の

間 に 火山岩類 か ら な る 天狗原 山層 が挟ま れ る．

　白井沢層 ：姫 川 支流 の 白井 沢 中 流 を模式地 と して 白石

（1978MS ＞命名，富沢 ・北 原 （1967）に よ る 白井沢凝
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第 2図　北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ 小谷
一
笹 ヶ 峰地域 の 地質図

　　　　OF ：小谷断層，　 HA ： 日道沢背斜，　 BS ：奉納向斜

灰角礫岩 に相当 し，淡灰色斜長流紋岩溶岩を主体 と し，

同質凝灰角礫岩 を挟 む．全層厚200m ＋ で あ る．中谷 川

下 流で は 厚 さ30m 以上 の 溶結凝灰岩が観察され る．こ の

溶結凝灰岩 か ら17．55 ± O．68Ma の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ

ク 年代 が えら れ た ，

　横川層 ：姫川支流 の 横川下流，横川集落周辺 の 河床を

模式地 と して 斉藤 ほ か （1972）に よ っ て 命名 され た．暗

灰 色 〜黒 灰 色 ガ ラ ス 質複輝石安 山 岩溶岩 ・同 質凝 灰 角礫

岩か らな り，緑灰 色凝 灰質砂岩
・礫岩 ・酸性凝 灰岩を挟

む．最上部 に角閃石
一

輝石安山岩 の 自破砕状溶岩 を伴 う．

全層厚 は 480m ＋ で あ る ．火山岩類 に は 緑色変質 し た 部

分 が あ る．

　仙翁沢層 ：横川支流 の仙翁沢を模式地 と して 斉藤 ほ か

（1972）に よ っ て命名 さ れ た．層厚は約250m．暗灰色

塊状 の 泥岩 を主体 と し，下 部 は 明灰色細粒砂岩 と互 層 を

なす．下位 の 横川層 を整合 に 覆 う．

　前沢層 ：横川支流 の 前沢合流点付近を模式地 と して 斉

藤 ほ か （1972）が 命名．最大層厚 は 250m で あ る ，カ レ

ン トリ ッ プ ル 斜交葉理 お よ び平行葉理の 発達 し た 明灰色

一緑 灰 色細粒砂岩と暗灰 色 砂質シ ル ト岩 との 互層，明灰
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第 3図　北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ小谷
一

笹 ヶ 峰地域 の 新

　　　　生 界層序

色〜淡褐色細粒な い し粗粒の 塊状砂岩か ら な る，砂岩 ・

砂質 シ ル ト岩互 層 は層厚 20〜30cm の 等量 互 層 を主 とす

る が，時 に 層 厚 1m 前後 の カ レ ン トリ ッ プ ル 葉理 砂岩 を

挟 む，塊状砂岩 は 2 − 3m で
， 癒着 して い る．下 位 の 仙

翁沢層を整合 に 覆う，

　金山層 1金山付近を模式地 に Akahane （1978）が 命名．

焼山背斜 の 軸部 に分布 し， 下 限 不 明 で あ る が ， そ の 層厚

は 700m 以上 で あ る ．黒色頁岩優勢 ない し等量 で ，硬質

の ブ リ ッ シ ュ 型砂岩頁岩互 層 か ら な り，塊状砂岩層 を挟

む．岩相上 ， 西頸城地域 の 難波山層 に 連続する もの と考

え ら れ る ．

　小谷温泉層 ：小谷温泉周辺 を模式地 と し て ，田 中ほ か

（1971）に よ っ て 命名さ れ た．暗灰色一
灰色の 砂質 シ ル

ト岩 お よ び 黒色泥岩か ら な る．砂質シ ル ト岩に は しば し

ば葉理 が み ら れ る，部分的 に 5　− 20cm の シ ル ト岩優勢

互層 や層厚 1m 前後の 平行葉 理 ・カ レ ン トリ ッ プ ル 斜交

葉理 の 細粒砂岩を挟 む．中谷川上流 の 大海川流域 で も っ

と も厚 く1，000m に 達す る が，西方 な い し北西 に 急激 に

薄 くな り ， 中 ・下 部が 西 に は 前沢層 に
， 東 に は 金山層 に

移化する ．白色酸性凝灰岩を挟 む．こ の 凝灰岩か ら フ ィ ッ

シ ョ ン トラ ッ ク 年代 が 得 られ た （第 1 表）．

　 天 狗 原 山 層 ： 中 谷 川 上 流 の 浅 海 川 を模 式 地 と して

Akahane （1978）が 天狗原 LI．1火砕岩層 と命名した も の に

相 当す る．最大層厚 950m の レ ン ズ 状岩体 で，緑灰色 ・

明紫灰色 ・黒色 の 複輝石安山岩質凝灰角礫岩
一

火山角礫

岩 を主 と し，火山礫凝灰岩 ， 枕状 お よ び塊状 溶岩 を伴 う．
一

部，火 【11角礫岩 と灰色砂質 シ ル ト岩の 50cm 〜　2　 m オー

ダー
の 互 層が み られ る，小谷温泉層の 上部に挟まれ る．

　真 川 層 ：真川 上 流 を模 式地 と して Akahane （1978）

が命名 した．模式地 か ら 乙 見 山 峠 に か け て 典 型 的 な ブ

リ ッ シ ュ 型 互 層 （砂 質 ブ リ ッ シ ュ ）を な す．全 層厚

1，200m に達 す るが，岩相，層 厚 の 側 方変化 が 激 しい （第

4 図）．北東部 で は 砂質な い し等量 ブ リ ッ シ ュ と泥質ブ

リ ッ シ ュ お よ び 塊状泥岩 との 交互層 か ら な る ，南西部 の

中谷川流域で は 砂質泥岩優勢 の 砂岩砂質泥岩互 層 を主 と

す る が
，

土 谷川左岸流域 で は 厚層砂岩 ， 砂岩優勢砂岩砂

質泥岩互 層が 卓越 し，砂質泥岩 を挟 む．砂岩 は し ば し ば

底痕 を伴 う．底痕 そ の 他 に よ る 古 流 系 を第 5 図 に 示す．

砂質泥岩 に は石灰質 ノ ジ ュ
ー

ル を と も な い ，生 物擾乱 が

著 しい ，小谷温泉層 を整含的 に覆 う，

　堂津岳層 ：堂津岳周辺 を模式地 に Akahane （1978）

が 命名．最大層厚200m の ガ ラ ス 質複輝石安山岩質火山

円礫岩 を主 と し，凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，塊状溶岩

か らな る レ ン ズ状 岩体で あ る．調査 地 域 南端の 東山周辺

で は 凝 灰 角 礫岩 及 び 溶岩 を主体 と す る が，北 東 へ 火 山 円

礫岩，火山礫凝灰 岩が 優勢 と な る．火山円礫岩 の 礫は径

10〜20cm ，亜円礫〜円礫 で あ る．熊沢上流 で は 火山性

砂岩 ・シ ル ト岩 を挟 む．調 査地 域 の 南東部 に の み 分 布 し，

真川層 を整合 に 覆 うが ，

一
部最上部層 と 指交する

　乙見山層 ：乙見山峠付近 を模式地に Akahane （1978）命

名．層厚 は
一

般 に 200〜300m で ある が，奉納 山付近 で 約

10m と 局部的に 薄 くな る，主 に 中礫 か ら なる礫岩層を主 と

し，粗粒砂岩，砂岩砂質シ ル ト岩互層，塊状砂質 シ ル ト岩，

含礫泥岩 を伴う．奉納温泉 か ら北東へ 延 び る 尾根の 両中腹

で は厚 い 砂質 シ ル ト岩や 砂岩砂質 シ ル ト岩互層を狭 む．礫

岩 は基質支持 （matrix 　support ）で ，逆級化 お よ び正級化構

造を示 し，上位へ と細礫層を経て 粗粒砂岩へ と移化する も

の が多い ．中礫岩の 礫径 は 10cm 前後で，円礫一亜 円礫か ら

な る．礫種 （第 6図）は チ ャ
ート，頁岩，砂岩 な ど の 非変

成堆積岩類が 65〜80％近 く，そ の 他，流紋岩 ・花崗岩 ・石

英 斑岩，粘板岩の 礫を含む．真川 層 を整合 に覆 う．

　曲師谷層 ；曲師谷 下 流 を模式地 に Akahane （1978）

が 命名．全域的 に 暗灰色砂質 シ ル ト岩 か ら なる が，模式

地周辺で は 泥岩優勢 の 砂岩泥岩互層 ，酸性凝灰岩 を挟 む．

乙見 Ill層 とは整合，一
部指交関係 で ある．

地 点綱子 お よ び 薬師 の 礫種 は西頸城地 域 の 川 詰層綱子礫

岩 部 層 中 の もの を示 す．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

堆積相 と構造運動 253

T
’

；
”

；1

塾 礫 岩 蕁 聲聯婁
ト 岩

第 4 図　小谷
一
笹 ヶ 峰地 域 に 分布する 真川層 の 層相断面

　　　　DO ：堂津岳層，　 OT ：乙 見山層，　 MG ：曲師谷層

頸城
一
小谷地域 の 新生界層序対比と古地理

　頸城 一小 谷 地 域 の 新 生 界 は岩相層序 と生 層序 に 基づ い

て 第 1表の よ うに対比 され る．西頸城地域 か ら小谷地域

に か け て 分布す る 新生 界 の 生 層序 は 米谷 ほ か （1986）に

よ っ て検討 さ れ，新潟油 田 標準層序 との 対比が 明 ら か に

され た．東頸城地域 に つ い て は新潟大学東頸城地域地質

調査 グ ル ープ （1987） に よ っ て そ の 層序 が 検討 さ れ ，

フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年 代 を も考慮 して ，油 田層序 との

対比が 行 わ れ て い る．

　西頸城山塊 に 摸式的 に 発達す る 難波山層 の 時代 につ い

て は ，底生有孔 虫化 石 に よ っ て 米谷 ほ か （1986）は A

層 を新潟油田標準層序 の 七谷階 に ， B 層以上 を下 部寺泊

階に対比 し たが ，今回 2 層準の 火山灰層 の フ ィ ッ シ ョ ン

トラ ッ ク 年代を測定 し た結果，や や 古 い 年代 が 得 ら れ た

（第 1表）が，こ こ で は米谷 ほ か （1986）に 従 う．西頸

城地域 と小谷地域 の対比 は米谷ほ か （1986）の 生 層序 と

と も に，小谷地域 の 天狗原 山層の 複輝石安山岩質火山砕

屑岩層 が 西頸城 地域 の 難波山 層 D 部層 中 に 薄 い な が ら

連続す る こ と に よ っ た．

　頸 城 一小 谷 地 域 の 新 生 界 の 層序 と古地理 （第 7 図）は

以 下 の よ うに ま とめ られ る．

　津川 ・七谷階 は海底噴出 した と考 え ら れ る バ イモ
ー

ダ

ル な 火山岩類 に よ っ て 特 徴 づ け ら れ，し ば し ば 黒色頁岩

を挟在す る ．基盤 と の 関係は糸魚川
一

静岡構造線 の 西 に

お い て 観察 され，こ こ で は安山岩類 （山本層）が 基盤 の

中
・
古生界 を不 整 合 に 覆 う （石 橋，1986）．糸魚川

一
静

岡構造線 の 東 に は お も に 安山岩な い し玄武岩質の 火山岩

類 か ら な り，砂岩 や 礫岩を伴 う横川層 が 七谷 階 最 下 位 の

地 層 と して 分布す る．こ れ ら は 岩相上，い わ ゆ る グ リー

ン タ フ と呼 ば れ る も の で あ る ．頸城地域 の 中心部で は 基

盤 に達 した試錐 が な い の で ，新第三 系 の 基盤 と の 関 係 や

そ の 基底部の 岩相 は 明 らか で な い ．津川地域 や 五 十 嵐川

流域 八 海山周 辺 で は 基 底 に河 川 〜
デ ル タ 成 の 粗粒砕屑

物が 分布す る が，頸城 地 域 で は現在 の と こ ろ こ う し た岩

相を しめ す粗粒砕屑岩 は 確認 され て い な い ．ま た，グ リ
ー

ン タ フ層 も広 く は 分布 し な い と考 え られ て い る （島津，

1990），
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第 5 図　小谷
一

笹 ヶ 峰地域 の 新生界 に 見 ら れ る 古流系

　　　　古流系 は 前沢層，真川層，乙 見山層 に 見 ら れ る 種 々 の 流痕，礫 の フ ァ ブ リ ッ ク か ら 求 め ら れ た．

　七谷階上部か ら下部寺泊階 に か けて は タービ ダ イ ト層

か ら な る難波山層 が 西頸城 地 域 だ け で な く，東頸城 地 域

の 地 下 に も広 く分布す る，こ の 時期の タービ ダ イ ト層 は

日本海沿岸 の 他 の 地域 で は 中国地方西部 の 油谷湾地域 に

部分的 に 発達する に すぎず，本地域 の 厚 さ千数百 か ら

2・，000m を越 え る
， 堅硬 な タ

ービ ダ イ ト層 は 日本海沿嶐

地 域 に あ っ て は特異 な もの で ある ．そ の 特徴的 な層相 は

難波山相 と呼ば れ る．難波山層最上 部 の H 部層 （遠藤
・

立石，1990）お よ びそ の 上位 の 能生谷層 中の タ
ービ ダ イ

ト層 は，後述 す る よ うに，下位の 部層 と は 堆積 シ ス テ ム

を異 に し，南方か ら の 古流系 を示す こ とか ら，小谷
一
笹 ヶ

峰地域 の 真川 層 の 下部と対比 され る もの と考え られ る．

　なお ，東頸城地域 の 松之山層 は デ イサ イ ト質の 凝 灰角

礫岩 お よ び 凝灰岩か ら な る が，地 下 に お い て 顕著 な鍵 層

と し て 連続 し
， 石油地質分野 で は Q タ フ と 呼 ば れ る．

こ の タ フ は寺泊層模式地 の 野積凝灰岩 に対比 され る ．松
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第 6 図　頸城
一

小谷地 域 の 最上 部中新統
一
鮮新統 の

　　　　礫岩 の 礫種組成

之 山 地 域 で は Q タ フ の 下位 に 難波 山相が 発達 す る が，

西 頸城 か ら高 田 平野 地 下 ，米山沖の 海 底 下 で は よ り上 位

の P タ フ 層準ま で難波山相 と な っ て い る （佐藤ほ か，

ユ987）．す な わ ち，よ り北 西側 で タービ ダ イ ト層 の 発達

が 後期 ま で 続 い た もの で あ ろ う．

　上部寺泊階 は 広域的 に黒色泥岩 と泥岩優勢 の タービ ダ

イ ト層 （能生谷層，樽 田層 〉が 広が る が，小谷
一

笹 ヶ 峰

地 域 に は タ ービ ダ イ トを主 と す る 真川 層 が 分 布 す る．

　中新世後期 の 椎谷階 か ら鮮新世 の 西山階 に か け て は 礫

層を含 む タ
ービ ダ イ ト相 （乙見山層，川詰層，田麦川層）

第 1 表　北部フ ォ ッ サ マ グ ナ 頸城
一
小谷地域 の 新生

　　　　界対比

地質 時代 B
新潟 油田

標準 層序
東 頸城 西頚城

小　谷　
一

笹　 ケ　 峰

M 臼

　 更

　 新

〜322

21

灰 「 　
魚

沼

層

群

奈 良立 谷　 浜

東　 川 名　 立

鮮

新

世

19E18西 　山
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唖 期 中新 世

〔真 辮層 　 能 生 谷 層 寺 ，白層 堆 積 期 ）

鮮 新世 初 期

〔乙 見 山 層
・
川 詰 層 　田 麦川 層

・
椎 谷 層 堆 田期）

第 7 図　 フ ォ ッ サ マ グ ナ 最北部 の 頸城
一

小谷地域 に お ける 後期新生代 の 古地理
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と泥岩 （名立層 ，須川 ・菖蒲層 ）が 分布す る．新潟堆積

盆 で は こ の 時期 の タ
ービ ダ イ ト相 は 椎谷 ・浜忠相 と呼 ば

れ，泥岩相 は荒谷
・
西山相 と呼 ば れ る ．そ れ まで 深海 か

ら下部半深海 の 環境 で あ っ た堆積盆 は搆造運動 を反映 し

て 分 化 し，相対 的沈降部に は後背地 の 隆起 に よ っ て 供給

さ れ た 粗粒砕屑物 が タ ービ ダ イ トと そ の 随伴堆積物 と し

て堆積 し，盆地 の 浅海化を促進す る．堆積盆内 に あっ て

も
一

部 の 閉 じ られ た堆積盆 で は 嫌気的環境下 で 黒色泥岩

が 堆積 し，ま た 相対的隆起部 に は 暗緑灰 色 の 泥岩が堆積

する ，盆地 の 縁辺部 で は 海進 に よ る 不 整合 が形成 され る．

こ の 期 の タ
ービ ダイト型粗粒砕屑物 もま た北部 フ ォ ッ サ

マ グ ナ を特徴 づ け る もの で あり，他地域 の 日本海沿岸で

は 秋 田堆積盆 の 桂根層 に 小規模 に 認 め ら れ る に す ぎな

い ．

　 全 般的 に 浅 くな っ た堆積盆 に は 鮮新 1興二後期 に な る と 引

き続 く後背地 の 隆起 に よ っ て 粗粒砕屑物 が 供給 さ れ，埋

積と プ ロ グ ラ デーシ ョ ン が 進 行す る．鮮新世末 に は高 田

．平 野 地 域 以 外 は堆 積 盆 が 消 滅 す る．

タ
ービ ダイ ト相の 時空分布 と堆積 シ ス テ ム

　層 序 の 項 で み た よ う に，頸 城
一

小 谷 地 域 で は 2層 準 に

タービ ダ イ トと そ の 随伴堆積物が発達 す る．下 位 の もの

は 中期 か ら後期 中新世 の 難波山相で あ り，上位の も の は

中新 世 末 か ら鮮 新 世 の 椎 谷 ・浜・忠 相 で あ る．

　中期中新世 の 難波山相 の 堆積様式 は 西 頸城 地 域 の 名立

川流域 （遠藤 ・立石，1990）と，柿崎沖 （佐藤 ほ か，1987）

に お い て 詳細 に 検討 さ れ て い る ．堆積盆 は 西 を佐渡海嶺

の 延長 に ，東 を 中央隆起 帯 ， 北 を三 条 か ら 佐渡 に か け て

の プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム，南西 を糸魚川
一

静岡構造線 に 囲 ま

れ た NNE −SSW な い し NE −SW 方向 に の び た 幅 の 広 い 低

平 な 形状 を な して い る．こ の 堆積盆 を埋 積 した粗粒砕屑

物 の 大部分 は南東 か ら の 側方流 に よ っ て 供給 され，海底

扇状 地 をな し て 堆積 し て い る ，特 に 砂質堆積物 は ロ ー
ブ

体 を なす の が特徴 的 で あ る．堆積盆 の 北部お よ び南 西部

域 ）に は そ れ ぞ れ 寺泊層 お よ び金 山層 が 泥質 ブ リ ッ シ ュ

を主 とす る縁 辺 相 と して 堆積 して い る ．こ の 時期 に は厚

い 礫 層 は 認 め られ ず，上 部扇 状 地 の チ ャ ネ ル 充填堆積 物

相 を示す よ うな岩相 は ほ とん ど ない ，

　後期中新世 に は 全 域的に 泥質相 が卓越す る が，小谷
一

笹 ヶ 峰地域 に は タ
ービ ダ イ ト層 で あ る 真川層 が南西 か ら

の 軸流 に よ っ て 堆積 して い る．真川層堆積期 の 初期 に は

そ の 扇 状 地 は 西 頸 城 地 域 に まで お よ び，難波山層最上 部

の H 部層 と し て 厚層砂岩を含 む ブ リ ッ シ ュ 層 が ロ
ー

ブ

堆積物 を な す．こ の 扇状地 へ の 粗粒砕屑物 の 供給 は 急速

に 弱 ま り， 西頸城地域 に は 泥質 ブ リ ッ シ ュ を主 とす る 能

生谷層が難波山層を覆 っ て 堆積 した．

　 中新 世 末 か ら 鮮 新 世 に か け て の 椎 谷 ・浜 忠 相 に つ い て

は 小谷
一

笹 ヶ 峰 の 乙 見山層 ， 西頸城 の 川詰層 ， 東頸城 の

田麦川層 が こ れ に 相当す る ．川詰層 お よ び 田麦川層 の 堆

積様式が そ れ ぞ れ津 田 ほ か （1969）と遠 藤 ・立 石 （1985）

お よ び 高野 （1990）に よ っ て 明 らか に さ れ て い る ．こ の

時期，東頸城 か ら中 央 ・西 山油帯地 域 に か け て は後背地

お よ び 堆積盆 の 構造運動 を反映 して ，浅化 ・分化 した堆

積盆 が 形成 さ れ，NE −SW な い し ENE −WSW 方 向 （い

わ ゆ る 新潟方向）の 構造 が 顕 著 に な る，田麦川層 は相対

的な沈降部 （凹部）に粗粒砕屑物が タ
ービダ イ トと して

堆積 し た も の で ある が，一方隆起部 （凸部）に は 泥質岩

が 堆積 し，
こ れ らの 岩相 は 側方 に指交 す る．タービ ダ イ

ト層 の 厚 さ は 指交す る 泥質層 の 2 倍以上 に な る ．タ
ービ

ダ イ ト は
一

般 に 軸流 に よ っ て 南西 か ら 運 搬 さ れ，等量 な

い し泥質 タ
ービ ダ イ トと し て 凹地 を埋 め る が ， 礫 を含む

粗粒砕屑物 の
一

部 は南東 の フ ィ
ーダー

チ ャ ネル か ら供給

さ れ，チ ャ ネ ル 充填堆積物 と シ
ート堆積物 と し て 厚 く堆

積す る （高野，1990）．中央
・
西山油帯 の 椎谷

・
浜忠層

は 凹 地 を南南西 な い し南 か らの 軸流 が埋 積 し，プ ロ キ シ

マ ル か ら デ ィ ス タ ル へ の 岩相変化 を示す と と も に
， 側方

へ は急 激 に 層厚 を減 じ，泥質 タービ ダ イ トに移化す る

（Tateishi碗 砿 ，1984），一方，西頸城 の 川詰層 は南北

に近 い 堆積盆 に南 か ら軸 流 と して 運 搬 さ れ た タービ ダ イ

トが広 く堆積す る （津 田 ほ か，1969）が，そ の 東縁部 で

は 膨大 な礫（綱子礫岩）を含 む 東か らの粗粒砕屑物 に よ っ

て 海底扇状地 が形成 さ れ，泥岩や タ
ー

ビ ダ イ ト層 と指交

す る （遠藤 ・立 石 ，
1985＞，小谷地域 の 乙 見山層 は こ の

西頸城地域 の ブ リ ッ シ ュ 層 を なす粗粒砕屑物 を供給 した

フ ィ
ーダー

チ ャ ネ ル の 充嗔物 に 相当す る．綱子礫岩 は 乙

見山層 に は少 な い 中
一
大礫 を し ば し ば含 む が

， そ の 礫種

組成 は互 い に 類似 し て い る （第 6 図）．従 っ て 綱子礫岩

は 乙見山層 の 礫 と後背地 は 同 じで も，供給する シ ス テ ム

は異 な る も の と思わ れ る ，

　 上 述 の よ うに頸城
一

小谷地域 の 新 生 界 に 認 め ら れ る

タ
ービ ダ イ ト相は 2 つ の 様式，海底扇状 地 堆積様式 と地

溝状 凹 地 埋 積様式 （トラ フ 充 槇型 ）に分 け られ る ．そ れ

ぞ れ の 堆積様式 の 特徴 は第 8図お よ び第 2 表の よ う に ま

とめ られ る．地溝状凹地埋積相 の 基本的 な層相 の 時空分

布の 特徴 は 田 麦川層 お よ び椎谷 ・浜忠層 に よ っ て 代表 さ

れ る．同 じ時期 の 川詰層 に お い て は側方 か ら供給 さ れ た

礫層 が 海底扇状 地 を形成 す る が，ブ リ ッ シ ュ 層 の 堆積様

式 は 未解明 で ある．
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5

i

海 底 扇 状 地 型 堆 積 様 式 ト ラ フ 充 填 型 堆 積 様 式

第 8 図　後期新生 代 に お ける 新潟堆積 盆 の タービ ダ イ ト堆積様式模式図

第2 表　 タービ ダ イ ト堆積様式 と層相

海 底 扇 状 地 堆 積 相 ト ラ フ 充 填 堆 積 椙

基 本 岩 相 典型的 タ
ービダイ ト ・厚層砂岩 ・含礫 典型的タ

・一ビ ダイ ト ・厚層砂岩 ・含礫

砂岩 ・礫岩 ・ス ラ ン プ堆積物 砂 岩 ・礫岩 ・ス ラ ン プ堆 積物

提 携岩 相 と 斜面
一チ ャ ネ ル 型 トラ フ充填型 （proximal →dista1）

そ の 時空的変化 上部扇状地型 シ ート状砂体

中 部扇 状地 型 ト ラ フ 側壁お よ び 地塁 型

チ ャ ネル 性 中部 扇状 地型

堆積舌状体 時 に側方か らの 砕屑物供給に よ る

下 部扇状 地型 扇 状地堆積物が 伴わ れ る，
堆積盆 平底型

上 方粗粒化 ・厚層化 （progradati 。 n） 岩相 の 垂直 的変化 は基 本 的 に無 秩序 ，
上方細粒化 ・薄層化 （チ ャ ネ ル 堆 積物） しか し，progradation に よる上方粗

の 岩相変化が普逼 的 に 認 め られ る ． 粒 化 ・厚層 化，．また，側方 か らの 扇 状

地 堆積 物 に は上 方 細粒 化
・
薄層 化 相 が

認 め られ る こ とが あ る．

砂　泥　比 堆積盆の 伸び に対 し，側方か ら粗粒砕屑 堆積盆 の 伸 び に平行な方向で の 砂泥

物 が 供給 さ れ ，基 本的に は 放射状 の砂泥 比 変化が基 本，側方か ら の 砕 屑物供給

比 変 化 が 認 め られ る ． が 重な り，傾向の 把握が 難 しい ．

古　流 　 系 側 方 流卓 越，軸流 が伴われ る． 軸流卓越，側方流が 局部的に 認め ら

れ る．
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タービダイ ト堆積様式 と構造運動

　 上 述 の 2 つ の 型 の タ
ービ ダ イ ト堆積様式 は 基 本 的 に そ

の タービ ダ イ トが堆積 し た 時 の 後背地 と堆積盆 を含 む広

域 の構造 運 動 を反映 した もの で ある ．

　 中期中新世の 難波 山相 に 見 ら れ る ，典型 的 で 規 模 の 大

き な海 底 扇 状 地 型 の タービ ダ イ ト堆積様式は 堆積盆が リ

フ テ ィ ン グ に よ っ て 拡大
・
深化す る 過程 の 引張応力場 で

形成 さ れ た もの で あ る．

　他方，田 麦川 層 や椎谷 ・浜 忠 層 に 代表 さ れ る ．地溝状

凹地 （トラ フ ）充槇型 の タービ ダ イ ト堆積様式 は広域的

な 運動 の 転換期 に あ っ て ，圧 縮応力 が優勢と な る ．褶曲

の 萌芽期 に 当た り，堆積盆 が縮 小 ・分 化 す る過程 で 形成

され る もの とい える．褶 曲が成長しつ つ あ る堆積盆 で の

タービ ダ イ トの 堆積 に つ い て は カ リ フ ォ ル ニ ア に お ける

巾新統 に つ い て の Scott　 and 　TMman （1981 ）の 報告 が あ

る が，堆積様式 と して彼 らの confinement 　model に似通 っ

て い る，

　同時期，新潟堆積盆 の 北 部 （北 蒲 原 地 域 ）で は後期中

新羝 か ら鮮新世 に か けて 新津 丘 陵 （金津層）や 蒲原平野

地下 （阿部，1978），北蒲原平野地下 （秋葉 ほ か，1987）

に お い て 海底扇 状 地 型 の タ
ービ ダ イ トが 発達 す る が，こ

の 地 域 は 褶曲変形 が弱 く，圧縮応力 が弱 か っ た と 考え ら

れ る．堆積盆 と して は，方向性 を持 っ て 延 び た 地溝状 凹

地 の 形成 が微弱 な た め に タ
ービ ダ イ トは 扇状地 をな し て

堆積 し た もの と 考え られ る．現在 の 褶曲変形 で 比較 して

み る な ら ば，東頸城 か ら中央
・
西 山油帯 に か けて の 変形

が 最 も著 しい こ と と対応 す る もの と い え る ．

ま　　 と　　 め

　北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ最北 部 に 位置す る 新潟堆積盆南 西

部 の 頸城
一
小谷地域の 新第三系に見 ら れ る タービ ダ イ ト

層 の 層相 と その 時空分布 をま とめ，構造運動と の 関わ り

につ い て 検討 した．結果 は 以 下 の よ うに ま と め ら れ る．

　 1 ）本 地 域 の タ
ービ ダ イ ト層 は 大 き くみ て 2 つ の 層準

に 発達する，一つ は 中期中新世か ら後期 中新世 にか け て

で あ り，他方は 中新世末か ら鮮新世 に か け て で あ る．

　 2 ）西 頸 城 地 域 の 難 波 山層 お よ び 小谷地域 の 真川 層 に

表 さ れ る ，中期中新世か ら後期中新世 にか けて の タ
ービ

ダ イ トの 時空分布 は 海底 扇 状地 相 を示 し，主 に ，ロ
ープ

体 を伴 う中部扇状地 か ら 下 部 扇 状 地，堆積盆 平底 の 堆積

物 で あ る，

　 3 ）頸城
一
小谷地域 に 広 く分布する 中新世末 か ら鮮新

世 に か け て の タービ ダ イ トと そ の 随伴堆積物 は礫 を伴 う

粗粒 な砕 屑 物 で 特 徴 づ け られ る，堆積相 とそ の 時空分布

か ら東頸城 地 域 の 田 麦川層 は トラ フ 充嗔型 の タービ ダ イ

ト堆積様式 を示す．西 頸城地 域 の 川詰層 は 海底扇 状 地 様

式 を な す礫層 で 特徴づ け ら れ る．小谷地域 の 乙見山層 は

フ ィ
ーダー

チ ャ ネル 堆積物を な す．

　4 ）上 記 の 堆積様式 は そ れ ぞ れ，後背地 を含 む 堆積環

境 の 造 構場 に か か わ っ て 規 制 さ れ る．扇状地様式 は 引張

応力 な い し中立的な応力場 で 形成 され る の に対 し，トラ

フ 充填様式 は圧縮場 で 褶曲の 成長 と と も に，造 られ る 狭

長 な地 溝 を埋 め 立 て る 様式 で あ る．
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　　フ ォ ッ サ マ グ ナ 最北部 に 位 置 す る 新潟堆積盆南西部 の 新 生 界 タ
ービ ダ イ ト層 の 層相 と古地理 に つ い て 概説

　し，堆積相 と構造時階 と の 関わ り を検討 した．

　　中新世中期 か ら後期 に か け て と 中新世末 か ら鮮新世 に か け て の 2層準に タービ ダ イ ト層が 発達す る．前期の

　タ
ービ ダ イ ト層 は 典型 的 な 海 底溺状地様式 を な し て 堆積した が，こ れ は 堆積盆 が 形成

・
深化する 過程 で 形成 さ

　れ た もの で あ る．他方，後期 の タ
ービ ダ イ ト層 は様 々 な堆積様式 を取 る が

， 後 の 褶曲変形 の 著 しい 地 域 で は，

　堆積盆 は 地 溝状 を な し，軸流 に よ る 粗粒砕屑物の 層相変化が特徴的で あ り， 圧縮場 で の 褶曲の 始 ま りが 示唆さ

　 れ る ，
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